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真に理解させようとすれば、授業において、他の
都道府県と比して新潟県内で米作りが広く行われ
ていることを示すデータが必要となる。このよう
に、社会科教科書において、「盛ん」等の非体言
系語彙がどのような形で用いられているのかとい
うことは、授業づくりの上で重要な視点となり得
ると思われるが、これまでこうした視点に基づい
た検討は十分になされてこなかった３）。
上記のような問題意識に基づいて、筆者たちは、
社会科教科書のコーパスデータを構築し、特定の
語彙の出現頻度や使用文脈を明らかにすることを
通して、授業づくりに資する新たな知見を得るこ
とをめざしている。そこでまずは、中学校の歴史
的分野の教科書を対象に、「歴史的な見方・考え
方」に関わる非体言系語彙（動詞・形容詞・形容
動詞、副詞等）についてのコーパス分析を行うこ
ととした。
学習指導要領では育成をめざす学力の一つとし
て、「思考力・判断力・表現力」が重視されており、
論理的思考を促す重要語として、「なぜ（副詞）」
という語彙が注目されている４）。詳しくはⅡで詳
述するが、中学校社会科の歴史的分野においても、
「なぜ」という語彙は、「歴史的な見方・考え方」
の内、「背景、原因、結果、影響など事象相互の
つながりに関わる視点」に関する語彙として重要
であるものの、社会科においては、教科書の非体
言系語彙を指導上の重要語として捉える意識が乏
しかったため、「なぜ」という語彙が教科書にお
いてどれだけの頻度でどのような文脈で用いられ

Ⅰ　研究背景・研究目的
これまで教科書コーパス１）に関する研究は、

主に言語学、情報工学の領域で進められてきてお
り、教科教育においては英語教育で研究の蓄積が
見られる。一方で、社会科教育については研究の
蓄積が薄く、社会科教科書において、どのような
語彙が扱われ、その語彙が具体的にどのような事
象を示しているのか等については、管見の限り検
討されてきていない。
本稿では、中学校社会科歴史的分野の教科書に
関するコーパスデータを構築し活用することで、
2017（平成 29）年告示の中学校学習指導要領が
求める「主体的・対話的で深い学び」のキー概念２）

である「歴史的な見方・考え方」に関わる語彙の
出現傾向を分析・解釈することで、「歴史的な見
方・考え方を働かせた学習」の実現に向けた授業
づくりのために必要となる視点を明らかにした
い。
これまで中学校の社会科授業においては、例え
ば、「徳川家康」等の人物や「関ヶ原の戦い」等
の出来事、「幕藩体制」等の概念といった、主に
教科書において太字で記されている「体言系語彙」
を指導上の重要用語として捉える傾向が強かっ
た。しかし、例えば、地理的分野の事例ではある
が、「新潟県は米作りが盛んである」ことを理解
しようとすれば、「盛ん」という「非体言系語彙」
に注目する必要がある。この文章の文脈において
「盛ん」という言葉は、「（米作りが新潟県内で）
広く行われているさま」を意味しており、それを
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研究所が設計開発した全文検索システム「ひまわ
り」を活用することで、語彙、形態素、前後文脈
等を簡便に検索できる体制を整えた。こうして構
築した教科書コーパスデータの内、本稿では歴史
的分野に関するデータを活用して考察を進めた。

Ⅱ　「歴史的な見方・考え方」とは
2017（平成 29）年告示の中学校学習指導要領
では、各教科等を学ぶ意義の中核をなすものとし
て、それぞれの教科等の学びに応じた「見方・考
え方」が示され、それらを働かせた学習を通じて、
「主体的・対話的で深い学び」の実現が求められ
ている（『同解説 総則編』pp.77-81）。社会科では、
「社会的な見方・考え方」として、社会的事象に
ついて考察したり、社会的な課題についてその解
決策を構想する際の「視点や方法（考え方）」と
されており、歴史的分野の場合は、社会的事象の
「歴史的な見方・考え方」として、具体的には下
記の「視点」が示されている。

・時期、年代など時系列に関わる視点
・展開、変化、継続など諸事象の推移に関わる視点
・類似、差異、特色など諸事象の比較に関わる視点
・  背景、原因、結果、影響など事象相互のつながり
に関わる視点

そして、それらを視点に社会的事象を捉え、「時
期、推移などに着目して比較し、類似や差異など
を明確にしたり、事象同士を因果関係などで関連
付けたりする」といった「方法（考え方）」を踏
まえて社会的事象を考察することなどが「歴史的
な見方・考え方を働かせた学習」のあり方とされ
ている。
本稿では、「歴史的な見方・考え方を働かせた
学習」の実現に向けた手立てを得るため、歴史的
分野の教科書において、こうした「歴史的な見方・
考え方」に関わる語彙がどのように用いられてい
るか、その傾向性について、コーパスデータの分
析を通じて明らかにしたい。
以下、それぞれの「歴史的な見方・考え方」を
視点にしたコーパス分析の結果を提示していく
が、本稿においては、「歴史的な見方・考え方」

ているかを詳細に分析した研究は、管見の限り存
在しなかった。そこで筆者たちは、後述する手続
きを経て、2023（令和 5）年度に使用されている
中学校社会科教科書のコーパスデータを構築し、
歴史的分野を対象に、「なぜ」という語彙の出現
頻度と出現文脈を分析することで、それぞれの教
科書の特徴を明らかにした５）。この研究を通じて、
出版社によって、歴史的分野の教科書における「な
ぜ」という語彙の出現頻度には大きな差があり、
出現文脈も異なっていることが明らかになった。
そして、「なぜ」という語彙の出現頻度が少ない
教科書が論理的思考を重んじていないとは一概に
は言い切れないが、読者に「問う（＝思考を促す）」
ための言葉の（教科書における）多寡は、学習者
である生徒のみならず、授業者である教師に対し
ても大きな影響を及ぼす可能性があることを指摘
した。
こうした研究を通じて、学習指導要領が求める

「歴史的な見方・考え方」を働かせた学習を実現
する上で、教科書のコーパス分析が有益であるこ
とを確かめることができた。そして、続く本稿で
は、「なぜ」以外の「歴史的な見方・考え方」に
関わる語彙についてのコーパス分析に取り組んで
みたい。
なお、教科書のコーパスデータの構築を行うに
あたっては、2022（令和 4）年度から使用に供さ
れている、2020（令和 2）年に教科書検定に合格
した教科書を対象に、各出版社との間で著作権処
理の手続きを行った。出版社によって全文テキス
トデータが教師用指導書に CD-ROMとして付録
される場合と、専用ページからダウンロードする
場合とがあり、それらのデータの使用許諾を得て、
株式会社ディジタルアシストの協力を得て、コー
パスデータを構築することとした。現在、中学校
社会科教科書の出版社には、①東京書籍株式会社、
②教育出版株式会社、③帝国書院株式会社、④株
式会社山川出版社、⑤日本文教出版株式会社、⑥
株式会社自由社、⑦株式会社育鵬社、⑧一般社団
法人子どもと学ぶ歴史教科書の会、の 8社がある
が、この内、許諾が得られた、①～⑤、⑦の 6社
について、地理・歴史・公民の 3分野の教科書の
コーパスデータを構築した。その上で、国立国語
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・「頃」出現数 11（山 6　帝 5　日 1）
・  「ごろ」出現数 364（日 82　帝 81　東 62　教 55　
山 50　育 34）
・  「〇〇までに」出現数 66（帝 21　日 10　山 10　教
8　育 3）
・  「〇〇までには」出現数 16（帝 4　東 3　教 3　山
2　育 2　日 1）

時期や年代を示す代表的な語彙である「世紀」
の出現数は 1300、「年」の出現数は 5236 となっ
ており、具体的な数字とともに頻出している。歴
史学習において、具体的な時期や年代は必要不可
欠ではあるが、年表に加えて教科書本文において
も具体的な時期や年代が数多く記述されることに
よって、生徒にとっては、そうした具体的な数字
も覚えておくべきものとして感じられている可能
性もある。
その一方で、上記の検索結果からは、「年」や「世
紀」といった語彙によってその事象が生起した年
代や時期が明示される場合に加えて、「頃」や「ご
ろ」（＝時期・年代が明確ではないことを表わす）
といった語彙や、「〇〇までに」「〇〇までには」（＝
少なくともその時期・年代に遡ることができるこ
とを表わす）といった語彙も頻出していることが
わかる。
こうした傾向を踏まえれば、時期や年代に一定
の幅を持たせている語彙にも留意することで、具
体的な時期や年代という「点」の連続として歴史
を捉えるだけではなく、連続性のある「線／帯」
のようなイメージで歴史を捉えていけるようにす

に関わる非体言語彙を中心に、予備的な検索を
行った結果、出現数が比較的多かった語彙を取り
上げた。そのため、本稿における検索語彙は、「歴
史的な見方・考え方」に関わる語彙のうち、代表
的なものに限られていることを予め断っておきた
い。その意味で本稿はトライアル的な性格を有し
ていると言える。なお、検索結果を示す際には、
各出版社をそれぞれ、東（＝東京書籍株式会社）、
教（＝教育出版株式会社）、帝（＝帝国書院株式
会社）、山（＝株式会社山川出版社）、日（＝日本
文教出版株式会社）、育（＝株式会社育鵬社）と
略記した。検索結果は出現数が多い順に示し、検
索結果の一覧ではシステム上の出現順に示した。

Ⅲ　  「歴史的な見方・考え方」を視点にした歴史
的分野の教科書コーパス分析と求められる授
業づくり

1　時系列に関わる視点
「歴史的な見方・考え方」の内、「時期や年代な
ど時系列に関わる視点」に関する語彙として、こ
こでは、「頃」や「ごろ」といった体言系語彙と、
「〇〇までに」や「〇〇までには」といった非体
言系語彙について検索を行った。その結果は以下
の通りである。

【資料①：検索結果例「〇〇までには」】
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は 13 となっている。その他の「〇〇していった」
も含めると、上記のように、どの教科書において
も「〇〇していった」という語彙が一定数用いら
れていることがわかる。
こうした検索結果からは、諸事象の「推移」が
単に結果として記述されるだけではなく、過程と
しても記述されている傾向を見出すことができ
る。新しい単元に入り、新しい時代の学習がスター
トすれば、生徒にとっては、社会の様子も一新さ
れたように感じられるかもしれないが、現代でも
そうであるように、社会の変化は「変化した」と
いう言葉で表されるように一朝一夕に完了するも
のではない。それまでの残滓を含み込みながら社
会は連続し、漸進的に変化していくものである６）。
そうした点も考慮するにならば、推移に関わる指
導に当たっては、変化の結果だけをつかませるの
ではなく、グラデーションのある移り変わりとし

ることもまた、重要なことであるといえよう。

2　諸事象の推移に関わる視点
「歴史的な見方・考え方」の内、「展開、変化、
継続など諸事象の推移に関わる視点」に関する語
彙として、ここでは、「〇〇していった」という
語彙について検索を行った。その結果は以下の通
りである。

・  「〇〇していった」出現数 109（山 45　東 17　日
14　帝 13　育 13　教 7）

「推移」に関わる語彙として、明確な変化があっ
たことを表わす「変化した」という語彙の出現数
は 116 と多い。また、「発展した」という語彙の
出現数も 53 と多い。一方で、「変化していった」
という語彙は 25、「発展していった」という語彙

【資料②：検索結果「していった」】
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合に、教科書の本文ではなく、見開きページごと
の学習課題や振り返り課題として提示される問い
の一部であることがわかる。
時代の特色や社会や時代の変化をより良くつか
もうとすれば、時には時間軸の縛りを脱して、前
後の事象や時代との比較対照を行うことが有益で
あるが、一般的に歴史的分野においては、時間軸
に従って学習が進められることが多いと思われる
ため、「比べて」という語彙を含んで比較対照を
促すものになっている教科書の学習課題や振り返
り課題を積極的に活用することで、「比較」の視
点を働かせた学習を実現しやすくなると思われ
る。ただし、比較対照する対象（時代や事象）は
様々に想定できるため、教科書に示された問いを
固定的に捉えるのではなく、授業の目標やねらい

て捉えさせることもまた重要であるといえよう。

3　諸事象の比較に関わる視点
「歴史的な見方・考え方」の内、「類似、差異、
特色など諸事象の比較に関わる視点」に関する語
彙として、ここでは、「比べて」という語彙につ
いて検索を行った。その結果は以下の通りである。

・  「比べて」出現数 129（東 41　日 39　帝 24　山
13　育 8　教 4）

検索結果を詳しく見てみると、この語彙の出現
文脈は、そのほとんどが、「二つの時代を比べて
特色を考えよう。（資料③ -22）」「前の時代と比
べて特色を考えよう。（資料③ -23）」といった具

【資料③：検索結果「比べて」】
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上記の検索結果からは、行為の目的や意図を示
す「〇〇ために□□」の出現数は極めて多いもの
の、因果関係を示す「〇〇（た）から□□」の出
現数は比較的少ないことがわかる。
こうした検索結果から、事象相互のつながりに
関する指導に当たっては、例えば、「太閤検地や
刀狩を行った豊臣秀吉の意図や目的は何か」と
いった問いを基に、その政策の目的や意図を考え
させるだけではなく、「なぜ豊臣秀吉は太閤検地
を行うことができたのか（行う必要があったの
か）」といった問いを基に、そうした政策の基盤
となった社会的な背景（因果関係）にも意識的に
目を向けさせる必要があろう。

に応じた活用が求められる。

4　事象相互のつながりに関わる視点
「歴史的な見方・考え方」の内、「背景、原因、
結果、影響など事象相互のつながりに関わる視点」
に関する語彙として、ここでは、「〇〇ために□
□」、「〇〇（た）から□□」という語彙について
検索を行った。その結果は以下の通りである。

・  「〇〇ために□□」出現数 553（帝 141　山 107　
東 101　日 85　育 64　教 55）
・  「〇〇（た）から□□」出現数 29（山 8　育 7　東
6　山 4　日 2　教 1）

【資料④：検索結果（一部）「〇〇ために□□」】
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ところで、筆者の一人である角田は、学習指導
要領が示す、社会的事象を考察・探究する際に働
かせる「視点や方法（考え方）」としての見方・考
え方と、社会科授業の成果として「成長させるべ
き目的」としての見方・考え方があり、前者を狭
義の見方・考え方、後者を広義の見方・考え方と
捉えてきた。広義の見方・考え方は、狭義のそれ
を働かせることによって獲得された、社会を理解
する際に活用される概念や理論・法則、すなわち
一般的知識を含むものであり、その上で、子ども
自身の社会の見方・考え方を成長させる授業づく
りが求められると主張してきた７）。中学校の歴史
的分野の場合は、学習指導要領に示された狭義の
見方・考え方としての「歴史的な見方・考え方」
を活用して、時期、推移に着目して比較し、類似
や差異などを明確にしたり、事象同士を因果関係
などで関連付け、事象の歴史的な意味や意義、時
代の特色や時代像を適切に表現していくことを通
して、生徒自身が持つ社会（歴史）の見方・考え
方を成長させる授業づくりを志向する必要がある。

Ⅳ　  より良い授業づくりの基盤形成に繋がる教科
書コーパス分析
本稿においては、学習指導要領が求める「見方・
考え方を働かせた学習」の実現に向けて、「歴史
的な見方・考え方」の具体的な働かせ方を、教科
書における「語彙（言葉）」として明示化した。
教科書を読んでいく中で、学習者である生徒も、
授業者である教師も、そうした「語彙（言葉）」
を意識することで、見方・考え方をより良く働か
せることができると考えられる。近年の中学校現
場では、経験が少ない若手の先生方も多く、また
激務の中で教材研究に十分な時間を充てることが
できずに、教科書と教師用指導書のみに依った効
率的な授業づくりが一般的になっているかもしれ
ない。しかし、教科書は「語彙（言葉）」で構成
される「テキスト」でもある。教科書のコーパス
分析は、そうした教科書の特性を精緻に明らかに
するものであり、本稿で試みたようなコーパス分
析の蓄積は、より良い授業づくりの基盤形成に繋
がっていこう。

【資料⑤：検索結果「〇〇（た）から□□」】
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え方」に関する語彙や、「地理的／公民的な見方・
考え方」に関する語彙についても研究を進めてい
く必要があろう。今後の課題としたい。

【註】
１）一般的に「コーパス」とは、「ある言語の研究のために、

その言語で実際に用いられた用例を大量に偏りなく収集
して電子化し、検索用情報を付加したもの」と定義され
ている（前川喜久雄編『講座日本語コーパス 1 コーパス
入門』朝倉書店、2013 年、p.2）。この定義を受け、筆者
たちは「教科書コーパス」を、「教科用図書で用いられ
ている言語の研究のために、教科用図書で用いられてい
る言語で実際に用いられる用例を大量に偏りなく周遊し
て電子化し、検索用情報を付与したもの」と定義するこ
ととする。

２）大杉昭英『アクティブ・ラーニング 授業改革のマスター
キー』明治図書、2017 年、を参照。

３）同様の問題意識が、片上宗二『社会科教師のための「言
語力」研究－社会科授業の充実・発展をめざして－』風
間書房、2013 年、においても示されている。

４）渡部竜也「注目の教科書改訂－何のサキガケ？この変化 
社会科－一部の教科書に「なぜ」問いが増えた !」『教育
ツーウェイ NEXT』22 号、2024 年。

５）深谷圭助・渡部竜也・角田将士・石原千秋「中学校社会
科歴史教科書コーパス形態素解析による頻出語に関する
研究－「なぜ」の頻出度とその文脈の検討－」中部大学
現代教育研究所編『現代教育学研究所紀要』第 18 号、
2024 年。

６）中公新書編集部編『日本史の論点 邪馬台国から象徴天皇
制まで』中央公論新社、2018 年、p.131.

７）このことについて詳しくは、角田将士『NG分析から導
く 社会科授業の新公式』明治図書、2022 年、pp.164-
169、を参照されたい。

【参考文献】
・深谷圭助「日本の小学校教科書コーパス分析による社会科

語彙に関する研究」中部大学現代教育学研究所編『現代
教育学研究紀要』第 14 号、2020 年。

・渡部竜也・井手口泰典『社会科授業づくりの理論と方法 本
質的な問いを生かした科学的探求学習』明治図書、2020
年。

【付記】
本稿は、科学研究費補助金（課題番号 22K

18602）の助成を受けた研究成果の一部である。

こうした授業づくりにおいても、今回のコーパ
ス分析の成果は示唆的である。例えば、Ⅲ -2 に
おいて、「推移に関する視点」に関わって、「変化
していった」等の漸進的な移り変わりを表す語彙
が多く用いられており、その指導に当たっては、
変化の結果だけをつかませるのではなく、グラ
デーションのある移り変わりとして捉えさせる必
要があると述べたが、こうした点を意識し、どの
ように社会が変化して（移り変わって）いくのか
を、中・長期のスパンの学習（中・大単元レベル）
を貫く問題意識として常に意識できるような授業
（単元）づくりを行うことで、生徒自身の社会（歴
史）の見方・考え方の成長へと繋げることができ
る。具体的には、分析対象とした教科書の一つで
ある日本文教出版株式会社の『中学社会 歴史』
の場合、単元「中世の日本と世界」（おおよそ
15-20 時間に相当）の最初の内容として「武士の
登場」が取り扱われており、その見開きページの
学習課題として、「武士の役割や立場は、朝廷内
や日本の各地でどのように変化していったので
しょうか。」という問いが提示されている（資料
② -16）。一般的な授業では、この問いに基づいて、
平安時代の中ごろから武装した各地の豪族が土地
等をめぐって争い、朝廷や国史につかえて警備に
あたって武士と呼ばれるようになったことを確認
していくと思われるが、先述したような生徒の社
会（歴史）の見方・考え方の成長に向けて、そこ
に留まらず、「なぜ武士の登場をきっかけにして
時代（社会）が変化していったのだろうか」といっ
た、移り変わりを視点に時代の特色や転換を考え
るための問いを提示することで、単元全体を貫く
問題意識を醸成できると考える。単元全体を通じ
て「中世とは何か」をつかみ、小学校の歴史学習
で獲得した「武士が活躍した時代」といった単純
な社会（歴史）の見方・考え方（＝時代像）を、
当時の社会全般の特徴を踏まえたより精緻なもの
へ成長させることができよう。
こうした授業づくりが広く行われていくために
も、本稿で取り上げた以外の「歴史的な見方・考


